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●企業集団の営業の概況 
 

(平成29年４月１日から平成30年３月31日まで) 
 

 当期におけるわが国経済は、政府や日銀の各種政策効果に

よる雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調がみら

れるものの、中国経済の減速懸念、米国の政策動向や英国の

ＥＵ離脱など先行きは依然として不透明な状況が続いており

ます。 

 当社グループを取り巻く環境は、主力である水道用鋳鉄管

類の需要につきましては、全国的に地方自治体の厳しい財政

状況が継続しており、低水準で推移いたしました。 

 このような環境のなか当社グループは、前期に引き続き 

｢鋳鉄管等コア事業の収益力強化｣、｢技術競争力の向上」及び 

｢経営環境の変化に耐えうる財務体力の強化」に取り組んでま

いりました。 

 その結果、当期の売上高は、ガス用資材及び子会社のリサ

イクル事業が好調に推移したものの、販売子会社を含め主力

である水道用鋳鉄管類の販売量が減少したため、前期に比べ

７億91百万円減少し、129億83百万円となりました。 

 損益につきましては、子会社による売上総利益の改善や販

売費及び一般管理費が前期に対し38百万円減少したものの、

鋼屑などの原材料価格高騰による売上原価の上昇に加え、水

道用鋳鉄管類の売上高減少及び競争激化による市況軟化影響

等により、営業利益は前期に比べ５億12百万円減少し、63百

万円となりました。経常利益につきましても同様に、前期に

比べ４億90百万円減少し、１億９百万円となりました。 

 親会社株主に帰属する当期純損失につきましては、経常利

益の減少に加え、特別損失において「訴訟関連損失」28百万

円の計上や繰延税金資産の取り崩しにより、税金費用が増加

した結果、前期に比べて３億97百万円減少し、35百万円の親

会社株主に帰属する当期純損失となりました。 
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部門別売上高 
 

部    門 金額(百万円) 構成比(％) 

ダクタイル鋳鉄関連 11,008 84.8 

樹脂管・ガス関連 1,975 15.2 

合    計 12,983 100.0 

 
直前３事業年度の財産及び損益の状況 
 

区    分 
平成26年度 
(第111期) 

平成27年度 
(第112期) 

平成28年度 
(第113期) 

平成29年度 
(当 期) 

売 上 高(百万円) 13,604 14,047 13,775 12,983 

経常利益(百万円) 882 636 599 109 

親会社株主
に帰属する
当期純利益
又は親会社
株主に帰属
する当期純
損失(△) 

(百万円) 566 389 362 △35 

１株当たり当期純

利益又は１株当た

り当期純損失(△) 

(円) 17.22 11.85 11.00 △1.07 

総 資 産(百万円) 19,402 19,329 19,552 19,636 

純 資 産(百万円) 11,724 11,560 11,946 11,977 
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●会社の経営の基本方針 
 
 当社は上下水道、ガス、情報通信を中心とした地域インフ

ラ整備に対して、鋳鉄管、鉄蓋、樹脂管及び関連資材の供給

を中心とした事業展開を図っております。しかしながら、公

共事業費縮減のなか、主力の水道用鋳鉄管の分野においても

国内需要の低迷、不安定な販売価格などの事業環境は引き続

き厳しさが予想されます。 

 このような環境のなか、当社は、コア事業の収益力を抜本

的に強化するとともに、技術競争力の向上、さらには財務体

力の強化を図ることにより強固な経営基盤を構築し、継続的

に株主等のステークホルダーの期待に応えることを基本方針

としております。 

 

●対処すべき課題 
 

 当社は、平成29年９月に向こう３年間を展望した中期計画

を策定致しました。この計画において、経営の基本方針を下

記の４項目に具体化し、着実に実施することにより、安定的

に収益が確保できる経営基盤を確立していきます。 

 

 ① 鋳鉄管等コア事業の収益力強化 

・適切な販売価格の維持・改善 

・業務効率化による直接・間接部門のスリム化 

 ② 技術競争力の向上 

・ＧＸ管拡大に伴う技術競争力の向上 

・ガス用新継手の構造の開発及び展開 

・ＥＶＳ鉄蓋（食い込み・ガタツキ防止）の用途・口径

拡大による販売促進 

 ③ 経営環境の変化に耐え得る財務体力の強化 

・コスト削減による収益力強化で営業キャッシュフロー

向上 

・厳選された設備投資計画実施で投資キャッシュフロー

抑制 
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 ④ 安全、品質、コンプライアンスの重視 

・｢ものづくり」の基盤である「安全」と「品質」の確保 

・コンプライアンスの徹底による社会から信頼される会

社 

 

 今後とも株主の皆様の一層のご理解とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 
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●会社の概況 (平成30年３月31日現在) 

 
主要な事業内容 
(ｲ) 鋳鉄管、樹脂管、鉄蓋、ガス水道設備、機械器具、そ
の他鋳造鋳物の製造並びに販売 

(ﾛ) 上記に関連する工事請負及びその他各種建設工事の設
計、施工並びに請負 

(ﾊ) 倉庫業及び道路貨物運送業 
(ﾆ) 産業廃棄物処理業及び古鉄類（金属、樹脂等）販売業 
(ﾎ) 上記に付帯又は関連する一切の事業 
 

主要な営業所及び工場 
当 社 本  店 

本  社 
東京都中央区 
埼玉県久喜市 

 支 社 等 東京事務所(東京都中央区) 
北海道支社(札幌市) 
東北支社(仙台市) 
中部支社(名古屋市) 
九州支社(福岡市) 

 工  場 本社・工場(埼玉県久喜市) 
鉄蓋精整工場(埼玉県久喜市) 
ポリエチレン管工場(埼玉県久喜市) 
高崎工場(群馬県佐波郡玉村町) 

 
子会社 日鋳商事株式会社(埼玉県戸田市) 

株式会社鶴見工材センター(神奈川県横浜市) 
日鋳サービス株式会社(神奈川県横浜市) 

 
使用人の状況 
 企業集団の使用人数 
 

使用人数 前連結会計年度末比増減 

340名 １名減 
 
(注) 使用人数は、当企業集団から他社への出向者を除き、

他社から当企業集団への出向者を含む就業員数であ
ります。 

 当社の使用人数 
 
使用人数（前期末比増減) 平 均 年 齢 平均勤続年数 

282名（１名減) 44.6歳 19.5年 
 
(注) 使用人数は、当社から他社への出向者を除き、他社

から当社への出向者を含む就業員数であります。 
 
主要な借入先 
 

借       入       先 借   入   額 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 800百万円 

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 650 

株 式 会 社 り そ な 銀 行 450 
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重要な親会社及び子会社の状況 
 親会社との関係  該当事項はありません。 
 
 重要な子会社の状況  

会   社   名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容 

日 鋳 商 事 株 式 会 社 28百万円 100.0％ 
水道・ガス用の資

材の販売 

株式会社鶴見工材センター 50 60.0 倉庫・運送業 

日鋳サービス株式会社 40 100.0 
古鉄販売業、産業

廃棄物処理業 
 
 
 重要なその他の関係会社の状況 

 ＪＦＥスチール株式会社は、当社の議決権を29.2％（9,600

千株）所有しており、当社は同社の重要な関連会社の１社で

あります。またジェイ エフ イー ホールディングス株式会社

は、ＪＦＥスチール株式会社の完全親会社であります。 
 

株式の状況 

 発行可能株式総数 128,000,000株 

  

 発行済株式の総数 32,930,749株 

  

 株主数 3,509名 

  

 大株主  

株     主     名 持 株 数 持 株 比 率 

Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル 株 式 会 社 9,600千株 29.18％ 

東 京 瓦 斯 株 式 会 社 3,333 10.13 

村 山 信 也 1,011 3.07 

松 井 証 券 株 式 会 社 767 2.33 

渡 邊 倉 庫 株 式 会 社 600 1.82 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口) 499 1.52 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 454 1.38 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５) 402 1.22 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口１) 370 1.12 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口２) 293 0.89 
 
(注) 持株比率は自己株式（29,320株）を控除して算出して

おります。  
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●連結貸借対照表 (平成30年３月31日現在) 
(単位：千円) 

 
資   産   の   部 

科        目 金   額 
 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 

商 品 及 び 製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 及 び 構 築 物 

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

破 産 更 生 債 権 等 

退 職 給 付 に 係 る 資 産 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 
12,066,900 

2,988,807 

4,389,755 

3,478,289 

481,383 

514,094 

93,656 

163,825 

△ 42,909 

7,569,172 

7,130,219 

1,365,033 

2,284,183 

101,491 

3,292,697 

86,053 

761 

128,964 

88,438 

40,525 

309,988 

110,858 

24,553 

129,878 

31,111 

30,740 

△ 17,153 

資 産 合 計 19,636,073 
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(単位：千円) 
 

負   債   の   部 

科        目 金   額 
 

流 動 負 債 

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 

短 期 借 入 金 

未 払 法 人 税 等 

未 払 消 費 税 等 

未 払 金 

未 払 費 用 

賞 与 引 当 金 

設 備 関 係 支 払 手 形 

そ の 他 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

繰 延 税 金 負 債 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 

退 職 給 付 に 係 る 負 債 

負 の の れ ん 

そ の 他 

 
4,380,050 

2,706,509 

550,000 

50,683 

9,432 

715,159 

44,894 

134,408 

74,634 

94,327 

3,278,804 

2,000,000 

34,883 

38,809 

701,325 

48,802 

454,983 

負 債 合 計 7,658,855 

純  資  産  の  部 
 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

退職給付に係る調整累計額 

非支配株主持分 

 
11,811,812 

1,855,955 

264,817 

9,696,669 

△ 5,630 

△ 77,488 

11,777 

△ 89,266 

242,893 

純 資 産 合 計 11,977,217 

負 債 ・ 純 資 産 合 計 19,636,073 
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●連結損益計算書 (自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日 ) 

 
(単位：千円) 

 
科       目 金    額 

売 上 高  12,983,522 

売 上 原 価  10,962,750 

売 上 総 利 益  2,020,771 

販売費及び一般管理費  1,957,751 

営 業 利 益  63,019 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 5  

受 取 配 当 金 2,253  

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 16,554  

設 備 賃 貸 料 5,976  

作 業 く ず 売 却 益 15,068  

そ の 他 26,305 66,163 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 12,076  

設 備 賃 貸 費 用 5,986  

そ の 他 1,446 19,509 

経 常 利 益  109,673 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 1,269 1,269 

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 却 損 12,073  

減 損 損 失 1,391  

訴 訟 関 連 損 失 28,160 41,624 

税金等調整前当期純利益  69,318 

法人税、住民税及び事業税 98,199  

法 人 税 等 調 整 額 △ 14,994 83,204 

当 期 純 損 失  13,885 

非支配株主に帰属する当期純利益  21,177 

親会社株主に帰属する当期純損失  35,063 
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●連結株主資本等変動計算書 (自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日 ) 

 
(単位：千円) 

 

 
株   主   資   本 

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本
合 計 

当 期 首 残 高 1,855,955 264,817 9,830,442 △ 5,355 11,945,860 

連結会計年度中の変動額      

剰 余 金 の 配 当   △ 98,709  △ 98,709 

親会社株主に帰属する 

当 期 純 損 失 
  △ 35,063  △ 35,063 

自己株式の取得    △ 275 △ 275 

株主資本以外の項目の連結 

会計年度の変動額(純額) 
     

連結会計年度中の変動額合計 ― ― △ 133,772 △ 275 △ 134,048 

当 期 末 残 高 1,855,955 264,817 9,696,669 △ 5,630 11,811,812 

 

 

 
(単位：千円) 

  

 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 
非 支 配 
株主持分 

純 資 産 
合 計 そ の 他 

有 価 証 券 
評価差額金 

退 職 給 付 
に 係 る 
調整累計額 

そ の 他 の 
包 括 利 益 
累計額合計 

当 期 首 残 高 11,955 △ 237,262 △ 225,306 225,716 11,946,270 

連結会計年度中の変動額      

剰 余 金 の 配 当     △ 98,709 

親会社株主に帰属する 

当 期 純 損 失 
    △ 35,063 

自己株式の取得     △ 275 

株主資本以外の項目の連結 

会計年度の変動額(純額) 
△ 177 147,996 147,818 17,177 164,996 

連結会計年度中の変動額合計 △ 177 147,996 147,818 17,177 30,947 

当 期 末 残 高 11,777 △ 89,266 △ 77,488 242,893 11,977,217 
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●連結注記表 
 
[連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記] 

連結の範囲に関する事項 

 子会社は、全て連結しております。 

 連結子会社の数  ３社 

 連結子会社の名称  日鋳商事株式会社 

 株式会社鶴見工材センター 

 日鋳サービス株式会社 
 
持分法の範囲に関する事項 

1. 持分法を適用した非連結子会社の数 該当事項はありません。 

2. 持分法を適用した関連会社の数 該当事項はありません。 
 
会計方針に関する事項 

 資産の評価基準及び評価方法 

 1. 有価証券 

   その他有価証券 

時価のあるもの ……決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定して

おります｡） 

時価のないもの ……移動平均法による原価法 
 
2. たな卸資産の評価 

基準及び評価方法 

……主として、移動平均法による原価法 

(貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法により算定して

おります｡） 
 
 固定資産の減価償却の方法 

1. 有形固定資産

(リース資産を除く)

…… 主に定額法 

ただし、連結子会社については一部を除いて

定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりでありま

す。 

  建物及び構築物 ２年～50年

  機械装置及び運搬具 ２年～15年

2. 無形固定資産

(リース資産を除く)

…… 定額法を採用しております。 

ただし、ソフトウェア（自社利用分）につい

ては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法を採用しております。 

3. リ ー ス 資 産…… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。 
 
 引当金の計上基準 

1. 貸 倒 引 当 金…… 売掛債権等の取立不能に備えて、一般債権に

ついては、貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については、個別に回収可能性

を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま

す。 

2. 賞 与 引 当 金…… 従業員の賞与の支給に充てるため、翌期支給

見込額のうち当連結会計年度に帰属する額を

計上しております。 
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3. 役員退職慰労引当金…… 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規

に基づく当連結会計年度末要支給額を計上し

ております。 
 
その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 1. 退職給付に係る会計処理の方法 

  ①退職給付見込額の期間帰属方法 

   退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年

度末までの期間に帰属させる方法については期間定額基準によ

っております。 

  ②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

   過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の10年による定額法により費用処理しております。 

   数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員

の平均残存勤務期間以内の10年による定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとして

おります。 

   未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、

税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計

額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。 

 2. 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 3. 負ののれんの償却に関する事項 

平成22年３月31日以前に発生した負ののれんの償却については、

20年間で均等償却しております。 
 
［表示方法の変更に関する注記］  

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「仕入割引」及

び「シンジケートローン手数料」は、金額的重要性が乏しくなった

ため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。 
 

[連結貸借対照表に関する注記]  

1. 担保に供している資産及び担保に係る債務 

短期借入金150,000千円及び長期借入金650,000千円の担保として、

根抵当権限度額（10,000千円）に供しているものは、次のとおり

であります。 

 土地 934,962千円（帳簿価額） 

 建物 673,447千円（  〃  ） 

 機械装置 1,920,238千円（  〃  ） 

 計 3,528,648千円（  〃  ） 
 
2. 有形固定資産の減価償却累計額 22,538,154千円 

3. 保証債務  

住宅財形融資制度に基づく従業員の銀行

からの借入保証額 

 4,827千円 
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[連結損益計算書に関する注記] 

減損損失 

当連結会計年度において、当社は以下の資産グループについて減損

損失を計上いたしました。 
 

場  所 用  途 種  類 

鉄蓋精整工場 

(埼玉県久喜市) 

レジンコンクリート製品 

製造設備 
建物、構築物、機械装置 

埼玉県久喜市 遊休 土地 

 
＜減損損失を認識するに至った経緯＞ 

上記工場につきましては、事業環境が予想以上に厳しくなってお

り、当連結会計年度末においては、当初想定しておりました収益

が見込めないため、資産グループの帳簿価額を正味売却価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。 

また、上記遊休資産につきましては、主に予備的な製品置場とし

て利用してきましたが、現時点において有効活用の計画がなく、

時価も下落しているため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 
 

建物 構築物 機械装置 土地 合計 

77千円 19千円 743千円 550千円 1,391千円 

 
＜資産グループのグループ化の方法＞ 

商品群を独立したキャッシュ・フローを生み出す単位としており

ます。 

また、遊休資産については、当該資産単独で資産のグルーピング

を行っております。 

 

＜回収可能価額の算定方法＞ 

回収可能価額は正味売却額により測定し、固定資産税評価額を基

本に算定しております。 

 
[連結株主資本等変動計算書に関する注記] 

1. 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数 

 普通株式 32,930,749株 

2. 配当に関する事項 

 (1) 配当支払額 

決 議 
株式の

種 類 

配当の

原 資 

配 当 金 の 

総額（千円) 

１ 株 当 た り 

配当額（円) 
基準日 

効 力 

発生日 

平成29年６月20日 

定 時 株 主 総 会 

普 通 

株 式 

利 益 

剰余金 
98,709 3.00 

平成29年

３月31日 

平成29年

６月21日 

 
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生

日が翌連結会計年度となるもの 

  ① 配当金の総額 65,802千円 

  ② １株当たり配当額 2.00円 

  ③ 基準日 平成30年３月31日 

  ④ 効力発生日 平成30年６月20日 

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定して

おります｡ 
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[金融商品に関する注記] 

1. 金融商品の状況に関する事項 

 当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、

銀行等金融機関からの借入れにより資金を調達しております。 

 受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に

沿ってリスク低減を図っております。 

 また、投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ご

とに時価の把握を行っております。 

 借入金の使途は運転資金及び設備投資資金であります。 

2. 金融商品の時価等に関する事項 

 平成30年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるものは含まれておりません。((注2）

参照） 

(単位：千円) 
 

 連結貸借対照表計上額(*) 時 価 (*) 差 額 

(1) 現金及び預金 2,988,807 2,988,807 ― 

(2) 受取手形及び売掛金 4,389,755 4,389,755 ― 

(3) 投資有価証券 61,884 61,884 ― 

(4) 支払手形及び買掛金 (2,706,509) (2,706,509) ― 

(5) 短期借入金 (550,000) (550,000) ― 

(6) 長期借入金 (2,000,000) (1,996,718) △ 3,281 

 
(*) 負債に計上されているものについては､（ ）で示しております。 

 
(注1) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

(1) 現金及び預金、並びに (2) 受取手形及び売掛金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。 

(3) 投資有価証券 

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 

(4) 支払手形及び買掛金、並びに (5) 短期借入金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。 

(6) 長期借入金 

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行

った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっておりま

す。 

(注2) 非上場株式（連結貸借対照表計上額48,974千円）は、市場性がなく、かつ

将来キャッシュフローを見積ることができず、時価を把握することが極め

て困難と認められるため、｢(3) 投資有価証券」には含めておりません。 

 

[１株当たり情報に関する注記] 

 １株当たり純資産額 356円65銭 

 １株当たり当期純損失 1円07銭  

 
(表示数値未満の端数の取り扱いは、切捨てて表示しております｡） 
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●貸借対照表 (平成30年３月31日現在) 
(単位：千円) 

 
資   産   の   部 

科        目 金   額 
 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

車 両 運 搬 具 

工 具 、 器 具 及 び 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 
10,373,178 

1,596,657 

2,261,081 

1,819,812 

3,408,594 

481,383 

522,325 

74,145 

100,000 

136,678 

△ 27,500 

7,126,255 

6,788,115 

864,320 

251,812 

2,254,261 

1,925 

95,681 

3,292,697 

27,417 

125,650 

86,389 

39,260 

212,489 

110,858 

76,175 

26,056 

△ 600 

資 産 合 計 17,499,434 
  



〆≠●0 
02_0642501303006.docx 
 5/31/2018 11:03:00 PM印刷 10/17 
 

― 16 ― 

(単位：千円) 
 

負   債   の   部 

科        目 金   額 
 

流 動 負 債 

支 払 手 形 

買 掛 金 

短 期 借 入 金 

関 係 会 社 預 り 金 

賞 与 引 当 金 

そ の 他 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

繰 延 税 金 負 債 

退 職 給 付 引 当 金 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 

負 の の れ ん 

そ の 他 

 
3,610,639 

1,447,267 

480,357 

550,000 

160,000 

124,070 

848,943 

3,012,998 

2,000,000 

73,579 

435,375 

37,320 

48,802 

417,920 

負 債 合 計 6,623,637 

純  資  産  の  部 
 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

 資 本 準 備 金 

利 益 剰 余 金 

 利 益 準 備 金 

 そ の 他 利 益 剰 余 金 

   買 換 資 産 圧 縮 積 立 金 

   別 途 積 立 金 

   繰 越 利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

 
10,864,018 

1,855,955 

264,817 

264,817 

8,748,876 

463,988 

8,284,887 

597,338 

5,362,000 

2,325,548 

△ 5,630 

11,777 

11,777 

純 資 産 合 計 10,875,796 

負 債 ・ 純 資 産 合 計 17,499,434 
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●損益計算書 (自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日 ) 

 
(単位：千円) 

 
科       目 金    額 

売 上 高  9,708,498 

売 上 原 価  8,442,720 

売 上 総 利 益  1,265,778 

販売費及び一般管理費  1,515,667 

営 業 損 失  249,889 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 934  

受 取 配 当 金 115,643  

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 2,200  

作 業 く ず 売 却 益 15,034  

そ の 他 26,760 160,572 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 12,284  

そ の 他 201 12,485 

経 常 損 失  101,802 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 1,229 1,229 

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 却 損 12,054  

減 損 損 失 1,391 13,446 

税引前当期純損失  114,018 

法人税、住民税及び事業税 3,359  

法 人 税 等 調 整 額 △ 18,410 △ 15,050 

当 期 純 損 失  98,967 
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●株主資本等変動計算書 (自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日 ) 

(単位：千円) 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

資本準備金 利益準備金 

その他利益剰余金 

買 換 資 産 
圧縮積立金 

別途積立金 
繰 越 利 益 
剰 余 金 

当期首残高 1,855,955 264,817 463,988 598,848 5,362,000 2,521,715 

当事業年度中の変動額       

剰余金の配当      △ 98,709 

買 換 資 産 圧 縮 
積立金の取崩し 

   △ 1,595  1,595 

税率変更に伴う 
積 立 金 の 増 加 

   85  △ 85 

当 期 純 損 失      △ 98,967 

自己株式の取得       

株 主 資 本 以 外 の 
項目の当事業年度の 
変 動 額 （ 純 額 ) 

      

当事業年度中の変動額合計 ― ― ― △ 1,509 ― △ 196,167 

当 期 末 残 高 1,855,955 264,817 463,988 597,338 5,362,000 2,325,548 

 
(単位：千円) 

 

株 主 資 本 
評価・換算 

差 額 等 純資産 

合 計 利益剰余金 

合 計 
自己株式 

株 主 資 本 

合 計 

その他有価証券 

評 価 差 額 金 

当期首残高 8,946,552 △ 5,355 11,061,971 11,955 11,073,926 

当事業年度中の変動額      

剰余金の配当 △ 98,709  △ 98,709  △ 98,709 

買 換 資 産 圧 縮 
積立金の取崩し 

     

税率変更に伴う 
積 立 金 の 増 加 

     

当 期 純 損 失 △ 98,967  △ 98,967  △ 98,967 

自己株式の取得  △ 275 △ 275  △ 275 

株 主 資 本 以 外 の 
項目の当事業年度の 
変 動 額 （ 純 額 ) 

   △ 177 △ 177 

当事業年度中の変動額合計 △ 197,676 △ 275 △ 197,952 △ 177 △ 198,129 

当 期 末 残 高 8,748,876 △ 5,630 10,864,018 11,777 10,875,796 
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個 別 注 記 表 
[重要な会計方針に係る事項に関する注記] 
資産の評価基準及び評価方法 
 1. 有価証券の評価基準及び評価方法 
   ①子 会 社 株 式       ……移動平均法による原価法 
   ②その他有価証券 

時価のあるもの…… 決算期末日の市場価格等
に基づく時価法 
(評価差額は全部純資産直
入法により処理し、売却
原価は移動平均法により
算定しております｡） 

時価のないもの……移動平均法による原価法 
 2. たな卸資産の評価基準及び評価方法…移動平均法による原価法 

(貸借対照表価額について
は収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により
算定しております｡） 

 
固定資産の減価償却の方法 

1. 有形固定資産 
(リース資産を除く)

…… 定額法を採用しております。 
なお、主な耐用年数は以下のとおりでありま
す。 

  建物及び構築物 ２年～50年
  機械装置及び運搬具 ２年～15年
2. 無形固定資産

(リース資産を除く)
…… 定額法を採用しております。なお、自社利用

のソフトウェアについては、社内における利
用可能期間（５年）に基づく定額法を採用し
ております。 

3. リ ー ス 資 産…… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係
るリース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と
する定額法を採用しております。 

 
引当金の計上基準 

1. 貸 倒 引 当 金…… 売掛債権等の取立不能に備えて、一般債権に
ついては、貸倒実績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権については、個別に回収可能性
を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま
す。 

2. 賞 与 引 当 金…… 従業員の賞与支給に充てるため、翌期支給見
込額のうち当期に帰属する額を計上しており
ます。 

3. 退職給付引当金…… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度
末における退職給付債務及び年金資産の見込
額に基づき計上しております。 
①退職給付見込額の期間帰属方法 
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見
込額を当事業年度末までの期間に帰属させ
る方法については期間定額基準によってお
ります。 
なお当事業年度末において認識すべき年金
資産が、退職給付債務から数理計算上の差
異等を控除した額を超過する場合には、前
払年金費用として投資その他の資産に計上
しております。 

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用
処理方法 
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平
均残存勤務期間以内の10年による定額法に
より費用処理しております。 
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  数理計算上の差異は、各事業年度の発生時

における従業員の平均残存勤務期間以内の
10年による定額法により按分した額をそれ
ぞれ発生の翌事業年度から費用処理するこ
ととしております。 

4. 役員退職慰労引当金…… 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規
に基づく期末要支給額を計上しております。 

 
その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 
 (1) 退職給付に係る会計処理 
    退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務

費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類における
これらの会計処理の方法と異なっております。 

 (2) 消費税等の会計処理 
    消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用してお

ります。 
 (3) 負ののれんの償却に関する事項 
    平成22年３月31日以前に発生した負ののれんの償却について

は、20年間で均等償却しております。 
 
[表示方法の変更に関する注記] 

前事業年度において、独立掲記しておりました「シンジケートロー
ン手数料」は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度より
「その他」に含めて表示しております。 

 
[貸借対照表に関する注記] 
1. 担保に供している資産及び担保に係る債務 

短期借入金150,000千円及び長期借入金650,000千円の担保として、
根抵当権限度額（10,000千円）に供しているものは、次のとおり
であります。 

 土地 934,962千円（帳簿価額） 
 建物 673,447千円（  〃  ） 
 機械装置 1,920,238千円（  〃  ） 
 計 3,528,648千円（  〃  ）  
2. 有形固定資産の減価償却累計額 21,989,223千円 
3. 保証債務  

住宅財形融資制度に基づく従業員の銀行
からの借入保証額 

 4,827千円 

4. 関係会社に対する主な資産及び負債で区分掲記した以外で各科目
に含まれているものは次のとおりであります。 

  短期金銭債権 1,366,454千円 
  短期金銭債務 37,036千円 
 
[損益計算書に関する注記] 
1. 関係会社との取引高 
  営 業 取 引 に よ る 取 引 高
  売 上 高 2,501,869千円 
  仕 入 高 146,281千円 
  営業取引以外の取引による取引高 272,477千円 
2. 固定資産除却損の主な内訳 
  機 械 装 置 7,979千円 
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3. 減損損失 
当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損
失を計上いたしました。 

 
場  所 用  途 種  類 

鉄蓋精整工場 

(埼玉県久喜市) 

レジンコンクリート製品 

製造設備 
建物、構築物、機械装置 

埼玉県久喜市 遊休 土地 

 
＜減損損失を認識するに至った経緯＞ 
上記工場につきましては、事業環境が予想以上に厳しくなってお
り、当事業年度末においては、当初想定しておりました収益が見
込めないため、資産グループの帳簿価額を正味売却価額まで減額
し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 
また、上記遊休資産につきましては、主に予備的な製品置場とし
て利用してきましたが、現時点において有効活用の計画がなく、
時価も下落しているため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 

 
建物 構築物 機械装置 土地 合計 

77千円 19千円 743千円 550千円 1,391千円 

 
＜資産グループのグループ化の方法＞ 
商品群を独立したキャッシュ・フローを生み出す単位としており
ます。 
また、遊休資産については、当該資産単独で資産のグルーピング
を行っております。 
 

＜回収可能価額の算定方法＞ 
回収可能価額は正味売却額により測定し、固定資産税評価額を基
本に算定しております。 
 

[株主資本等変動計算書に関する注記] 
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 

  普通株式 29,320株 
 
[税効果会計に関する注記] 
 繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金の否認等であ
り、繰延税金負債の発生の主な原因は、買換資産圧縮積立金であり
ます。 

 
[関連当事者との取引に関する注記] 

(単位：千円) 
 

種類 会社等の名称 
議決権等 
の所有(被 
所有)割合 

関連当事者 
と の 関 係 

取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 日鋳商事㈱ 所有 
直接 100.0％ 

製品売上･購入 
役員の兼任 

製品売上 
資金貸付 

2,501,869 
300,000 

売掛金 
短期貸付金 

1,351,016 
100,000 

 
 取引条件及び取引条件の決定方針等 
(注1) 価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、

価格交渉の上で決定しております。 
(注2) 取引金額には消費税等は含めておりません。期末残高には消費税等を含

めております。 

 
[１株当たり情報に関する注記] 
 １株当たり純資産額 330円56銭 
 １株当たり当期純損失 3円01銭 
 
(表示数値未満の端数の取り扱いは、切捨てて表示しております｡） 
 

  



〆≠●0 
02_0642501303006.docx 
 5/31/2018 11:03:00 PM印刷 16/17 
 

― 22 ― 

●役  員 
 

代表取締役社長 日 下 修 一 

取 締 役 清 野 邦 夫 

取 締 役 今 橋 和 彦 

取 締 役 井 澤 信 之 

取 締 役 北 原 雄 二 

取 締 役 大 木 勝 裕 

取 締 役 大 島 健 二 

取 締 役 鳴 島  正 

常 勤 監 査 役 髙 舘 健 二 

監 査 役 江 口 忠 夫 

監 査 役 松 井 毅 浩 

 
 (注) 1. 大島健二、鳴島 正の両氏は、社外取締役

であります。 
2. 江口忠夫、松井毅浩の両氏は、社外監査役

であります。 
3. 鳴島 正、江口忠夫の両氏は東京証券取引

所の定めに基づく独立役員であります。 
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事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日 

定 時 株 主 総 会 ６月下旬 

配 当 金 受 領 

株 主 確 定 日 

期末配当 ３月31日 

中間配当 ９月30日 

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 

みずほ信託銀行株式会社 

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 

みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部 

同 事 務 連 絡 先 〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4 

みずほ信託銀行株式会社 証券代行部 

電話 0120－288－324（フリーダイヤル) 

  

株主メモ 

 




